
集
会
は
中
島
副
委
員
長
の

司
会
で
開
会
し
、
主
催
者
を

代
表
し
て
橋
本
委
員
長
か
ら

挨
拶
を
受
け
た
。

続
い
て
東
日
本
本
部
の
武

田
組
織
部
長
よ
り
、
「
09
新

採
対
策
の
中
間
総
括
と
今
後

の
取
組
み
」
に
つ
い
て
報
告

が
さ
れ
た
。

各
地
方
本
部
の
取
組
み

◆
各
支
社
へ
の
申
し
入
れ

（
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
な

ど
の
指
定
、
公
平
公
正
な
扱

い
を
、
労
組
説
明
会
の
開
催
、

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
等
）

は
全
て
の
地
方
・
地
区
本
部

で
実
施
し
た
。

◆
東
日
本
本
部
で
準
備
し
た

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
チ
ラ
シ
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
は
意
識
的
に

活
用
さ
れ
た
。

◆
労
組
説
明
会
の
広
が
り

（
東
京
管
内
で
は
昨
年
４
箇

所
か
ら
今
年
10
箇
所
）
。
郡

山
駅
と
長
野
駅
で
も
。
長
野

駅
で
は
東
労
組
を
除
く
３
組

合
（
国
労
・
Ｊ
Ｒ
労
組
・
ユ

ニ
オ
ン
）
で
説
明
会
を
行
い
、

参
加
し
た
１
名
が
国
労
に
加

入
。

◆
今
年
は
新
採
の
配
属
状
況

を
把
握
す
る
の
が
困
難
で
あ
っ

た
が
、
東
労
組
も
こ
れ
ま
で

の
状
況
で
は
な
い
。
現
場
で

説
明
会
を
開
催
さ
せ
る
な
ど

の
取
組
み
が
大
切
。

◆
福
島
で
は
新
採
が
加
入
し

た
も
の
の
脱
退
を
さ
せ
ら
れ

た
。
新
採
加
入
と
い
う
事
実

は
消
せ
ず
、
自
信
を
持
っ
て

良
い
。
一
方
、
脱
退
さ
せ
ら

れ
た
の
も
事
実
で
あ
り
、
今

後
の
課
題
と
し
て
何
が
必
要

な
の
か
を
し
っ
か
り
と
総
括

す
る
こ
と
が
必
要
。

◆
一
部
管
理
者
が
他
労
組
加

入
を
促
し
て
い
た
こ
と
が
発

覚
。
一
括
和
解
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
東
日
本
本
部
が
本
社

に
対
し
話
を
し
て
お
り
、
あ
っ

せ
ん
申
請
の
関
係
で
も
更
に

会
社
と
の
話
を
詰
め
て
い
く
。

◆
課
題
。
ポ
ス
タ
ー
の
活
用
、

チ
ラ
シ
の
手
渡
し
や
説
明
は

行
っ
た
が
、
そ
れ
を
渡
す
ま

で
の
取
組
み
で
終
わ
っ
て
い

た
（
渡
す
の
が
目
的
に
な
り
、

加
入
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
）
。

何
が
障
害
に
な
っ
て
い
る
の

か
を
全
体
で
討
論
す
る
こ
と

が
必
要
。
ま
た
配
属
日
に
役

員
が
対
応
出
来
ず
に
説
明
会

が
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
報

告
も
。
日
頃
か
ら
分
会
全
体

で
取
組
む
こ
と
が
大
切
。

◆
貨
物
。
関
東
で
は
研
修
終

了
後
に
一
括
し
て
説
明
会
に

集
め
ら
れ
加
入
さ
せ
ら
れ
た
。

貨
物
会
社
は
約
束
を
反
故
に

し
た
形
。
た
だ
し
加
入
は
全

員
で
は
な
く
半
分
程
度
。
現

場
配
属
ま
で
半
分
は
未
加
入

と
い
う
状
況
。
一
括
強
制
加

入
は
出
来
に
く
い
状
況
、
一

方
で
国
労
は
、
全
体
で
「
入

れ
よ
う
」
と
い
う
意
識
に
な
っ

て
い
な
い
。
東
北
で
は
研
修

終
了
後
に
貨
物
労
組
が
全
員

を
飲
食
店
に
誘
い
加
入
さ
せ

た
模
様
。
事
実
関
係
を
明
ら

か
に
し
、
「
配
属
ま
で
加
入

さ
せ
な
い
」
と
い
う
会
社
の

約
束
が
破
ら
れ
た
こ
と
に
対

し
、
貨
物
本
社
に
抗
議
・
申

し
入
れ
を
行
う
。

他
労
組
の
状
況

◆
東
労
組
。
浦
和
事
件
の
控

訴
棄
却
の
判
決
だ
が
、
職
場

の
反
応
や
動
き
は
あ
ま
り
見

ら
れ
な
い
。
本
部
か
ら
の
抗

議
声
明
や
支
部
・
分
会
段
階

で
の
抗
議
文
の
掲
示
は
あ
る

が
、
現
場
段
階
で
は
一
切
話

は
な
い
。
青
年
部
に
は
討
議

資
料
を
配
布
し
引
締
め
を
図

り
、
全
体
で
は
全
分
会
長
会

議
を
開
催
し
、
「
冤
罪
で
あ

る
か
ら
最
高
裁
に
向
け
て
闘

う
」
と
意
思
統
一
。
今
後
36

協
定
を
巡
っ
て
動
き
が
あ
る

の
で
は
。

◆
ユ
ニ
オ
ン
。
浦
和
事
件
に

関
し
て
の
声
明
や
情
報
な
ど

出
し
て
い
る
が
、
全
体
の
運

動
と
し
て
は
特
に
見
ら
れ
な

い
。

今
後
の
取
組
み
（
東
日
本
）

◆
組
織
強
化
・
拡
大
月
間
を

設
定
し
、
再
度
新
採
へ
の
働

き
か
け
を
行
う
。

◆
個
人
的
な
つ
な
が
り
を
組

織
的
つ
な
が
り
へ
〜
組
織
対

策
会
議
や
経
験
交
流
集
会
へ
。

◆
東
日
本
か
ら
も
地
方
の
支

部
・
分
会
に
入
り
、
状
況
を

掌
握
す
る
。

◆
組
織
拡
大
標
語
の
募
集
。

更
に
、
地
方
本
部
後
藤
組

織
部
長
か
ら
「
地
方
本
部
新

採
者
対
策
の
経
過
」
が
報
告

さ
れ
た
。

具
体
的
な
実
践
の
経
過

◆
組
合
員
の
親
類
Ａ
さ
ん
の

入
社
を
知
徳
。
関
わ
り
を
経

て
加
入
へ
結
び
つ
け
た
。
分

会
役
員
が
加
入
を
駅
長
に
通

告
し
た
と
こ
ろ
「
総
務
に
確

認
す
る
」
と
発
言
。
以
降
東

労
組
の
勧
誘
行
動
が
開
始
さ

れ
、
結
果
的
に
Ａ
さ
ん
は
脱

退
へ
。
配
属
時
Ａ
さ
ん
に
対

し
、
総
務
助
役
か
ら
東
労
組

の
加
入
用
紙
が
渡
さ
れ
た
と

の
事
実
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、
会
社
は
否
定
し
て
い
る
。

ま
た
直
後
に
古
川
分
会
書

記
長
が
白
石
蔵
王
駅
に
配
転
、

総
務
助
役
は
南
仙
台
駅
長
と

し
て
異
動
。
更
に
福
島
駅
改

札
の
押
切
さ
ん
が
郡
山
に
異

動
発
令
さ
れ
る
な
ど
組
織
問

題
に
。

◆
三
本
柱
の
行
動
。
①
チ
ャ

レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
指

定
要
請
で
は
、
「
配
属
さ
れ

た
テ
ー
ブ
ル
で
対
応
を
」
と

い
う
変
化
も
あ
っ
た
が
、
結

果
的
に
指
定
な
し
。
②
組
合

説
明
会
の
開
催
。
会
社
は

「
組
合
加
入
に
関
し
て
は
関

与
し
な
い
」
と
し
、
施
設
内

で
の
組
合
説
明
会
を
拒
否
。

一
方
で
郡
山
駅
で
は
粘
り
強

い
取
組
み
の
結
果
、
新
採
11

名
全
員
に
会
議
室
に
て
説
明

会
を
実
現
。
③
国
労
加
入
を

呼
び
か
け
る
行
動
で
は
、
チ

ラ
シ
・
手
紙
・
名
刺
な
ど
使

い
、
創
意
工
夫
し
手
渡
し
と

説
明
を
行
っ
た
。

◆
寮
対
策
行
動
。
会
社
主
導

の
「
食
事
会
・
歓
迎
会
」
後
、

寮
に
入
る
途
中
で
加
入
の
呼

び
か
け
を
す
る
取
組
み
を
し

た
が
、
管
理
者
が
「
チ
ラ
シ

は
止
め
ろ
」
と
、
寮
の
入
口

ま
で
ガ
ー
ド
。
寮
長
も
「
敷

地
内
か
ら
出
ろ
」
と
排
除
。

◆
チ
ャ
レ
サ
ポ
や
分
会
役
員

の
組
合
事
務
所
へ
の
連
れ
出

し
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

支
部
報
告
と
し
て
６
支
部

全
て
か
ら
の
報
告
と
、
分
会

か
ら
は
宮
城
県
か
ら
４
分
会
、

福
島
県
か
ら
２
分
会
、
山
形

県
か
ら
１
分
会
が
報
告
を
行
っ

た
。
ま
た
全
体
交
流
で
は
宮

城
と
福
島
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
取

り
組
み
の
報
告
が
さ
れ
た
。

※
編
集
部
よ
り
（
各
支
部
・

分
会
報
告
の
具
体
的
内
容
に

つ
い
て
は
割
愛
し
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
）

最
後
に
後
藤
組
織
部
長
は

「
悩
み
、
苦
し
み
な
が
ら
も

多
く
の
こ
と
を
経
験
し
て
き

た
。
仲
間
の
取
組
み
に
学
び

な
が
ら
全
体
で
共
有
化
を
図

り
、
自
信
を
持
っ
て
行
動
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
よ
う
」

と
述
べ
集
会
を
ま
と
め
て
終

了
し
た
。

第２５５６号 国 労 仙 台 ２００９年６月３０日
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６
月
21
日
、
地
方
本
部
は
こ
く
ろ
う
会
館
に
お
い
て
、
第
２

回
地
方
組
織
対
策
会
議
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
取
組

み
の
報
告
と
総
括
を
行
い
、
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
の
意
思

統
一
を
図
っ
た
。
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６
月
19
日
、
支
社
は
、
仙

台
総
合
車
両
所
支
部
台
車
分

会
所
属
の
福
原
篤
氏
に
対
し
、

現
在
出
向
し
て
い
る
東
北
交

通
機
械
へ
の
出
向
を
免
じ
、

新
幹
線
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

勤
務
の
事
前
発
令
を
行
っ
た
。

福
原
氏
は
04
年
６
月
、
新

庄
運
転
区
か
ら
東
北
交
通
機

械
へ
の
出
向
を
発
令
さ
れ
、

07
年
６
月
に
は
延
長
を
希
望

し
な
い
に
も
拘
ら
ず
一
年
間

の
延
長
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

更
に
08
年
６
月
に
は
３
年

間
の
再
延
長
を
命
ぜ
ら
れ
、

合
計
７
年
間
の
出
向
期
間
と

な
る
た
め
、
組
合
側
は
、
本

部
・
本
社
間
の
協
定
違
反

（
出
向
期
間
は
原
則
３
年
以

内
）
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

た
（
簡
易
苦
情
処
理
会
議
で

対
立
）
。
一
方
、
団
交
に
お

い
て
仙
台
支
社
は
出
向
の
運

用
と
し
て
、
52
歳
か
ら
は
３

年
、
55
歳
か
ら
は
２
年
、
57

歳
か
ら
は
３
年
の
刻
み
で
運

用
を
考
え
て
お
り
、
本
社
・

本
部
間
の
取
り
決
め
を
逸
脱

は
し
て
い
な
い
と
発
令
の
正

当
性
を
主
張
し
て
い
た
。

地
方
本
部
は
団
交
に
お
い

て
、
本
人
意
思
に
反
し
た
継

続
出
向
は
認
め
ら
れ
ず
、
そ

の
原
因
と
な
っ
た
面
談
の
あ

り
方
と
体
調
把
握
に
問
題
が

あ
り
支
社
と
し
て
し
っ
か
り

と
し
た
対
応
を
行
う
よ
う
求

め
て
き
た
も
の
。
結
果
と
し

て
支
社
は
面
談
な
ど
の
指
摘

を
受
け
止
め
、
こ
の
間
の
動

き
と
な
っ
た
。

福
原
さ
ん
は
「
こ
の
間
の

自
分
に
対
す
る
支
社
の
対
応

に
は
不
満
は
あ
る
が
、
多
く

の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
幹
総

に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
。
皆

さ
ん
に
感
謝
し
、
職
場
で
頑

張
り
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

東日本本部武田組織部長



Ｊ
Ｒ
ア
パ
ー
ト
に
お
け
る

ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
国
労
仙

台
２
５
５
０
号
（
宮
城
県
支

部
情
報
抜
粋
）
に
お
い
て
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
居

住
者
の
不
安
等
に
対
し
、
地

方
本
部
は
支
社
に
質
問
を
投

げ
か
け
て
い
た
。

し
か
し
そ
の
回
答
内
容
は

居
住
者
の
疑
問
に
対
し
十
分

に
応
え
て
お
ら
ず
、
ま
た
ア

ス
ベ
ス
ト
曝
露
の
不
安
を
取

り
除
き
、
健
康
状
態
を
確
か

め
る
特
殊
健
康
診
断
も
行
う

考
え
が
な
い
な
ど
、
極
め
て

不
誠
実
な
も
の
と
い
え
る
。

地
方
本
部
か
ら
の
質
問
と

仙
台
支
社
の
回
答
は
以
下
の

通
り
。

石
綿
を
含
有
す
る
吹
付
け
材

（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
の
項
目
調

査
に
つ
い
て

①
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
吹
付
け

材
使
用
さ
れ
て
い
る
箇
所
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
（
天

井
の
梁
等
と
言
わ
れ
て
い
る

が
梁
全
体
な
の
か
、
一
部
な

の
か
。
屋
上
に
通
じ
る
出
入

口
の
露
出
部
分
は
大
丈
夫
か
）

◆
新
庄
第
１
号
、
仙
台
南
小

泉
第
２
号
、
古
川
第
１
号
、

古
川
第
２
号
、
福
島
森
合
第

４
号
社
宅
。

◆
社
宅
の
天
井
全
体
に
吹
き

付
け
ら
れ
て
い
る
（
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
吹
付
け
材
と
し
て
）

◆
屋
上
に
通
じ
る
出
入
口
の

露
出
部
分
は
、
各
戸
の
天
井

同
様
、
突
い
た
り
傷
つ
け
た

り
し
な
け
れ
ば
飛
散
の
恐
れ

な
し
。

②
「
飛
散
は
な
く
安
定
し
た

状
態
」
と
し
て
い
る
が
、
破

損
や
経
年
で
の
危
険
性
は
な

い
か
。
天
井
に
直
接
取
付
け

て
い
る
灯
具
の
隙
間
か
ら
、

結
露
し
た
水
分
が
滴
り
落
ち

る
部
屋
も
あ
る
。

◆
飛
散
は
な
く
安
定
し
た
状

態
で
あ
る
が
、
突
い
た
り
傷

つ
け
た
り
し
な
い
よ
う
に
注

意
す
る
こ
と
。

◆
破
損
し
て
い
る
状
態
で
あ

れ
ば
調
査
を
検
討
す
る
の
で

連
絡
を
。

◆
ア
ス
ベ
ス
ト
が
水
に
濡
れ

た
状
態
で
あ
っ
て
も
、
特
に

飛
散
の
危
険
が
大
き
く
な
る

も
の
で
は
な
い
。

③
「
除
去
等
の
必
要
な
処
置

を
行
う
が
、
そ
の
日
程
は
追
っ

て
連
絡
す
る
」
と
あ
る
が
処

置
の
具
体
的
内
容
は
。
ま
た

処
置
は
早
急
に
行
う
べ
き
で

な
い
か
。

◆
除
去
を
基
本
と
し
除
去
後

は
塗
装
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

◆
浮
遊
粉
塵
測
定
の
結
果
か

ら
、
飛
散
は
し
て
お
ら
ず
安

定
し
た
状
態
で
あ
る
。

④
社
員
と
家
族
の
健
康
不
安

を
考
慮
し
、
希
望
者
に
対
し

て
石
綿
特
殊
健
康
診
断
を
受

診
さ
せ
る
べ
き
。
ま
た
過
去

の
居
住
者
に
対
し
て
も
同
じ

扱
い
を
す
べ
き
。

◆
浮
遊
粉
塵
測
定
の
結
果
か

ら
も
飛
散
は
し
て
お
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
石
綿
特
殊

健
康
診
断
を
実
施
す
る
考
え

は
な
い
。
過
去
の
居
住
者
に

対
し
て
も
同
様
の
考
え
で
あ

る
。

※
支
社
は
「
飛
散
は
な
く
安

定
し
た
状
態
で
あ
る
か
ら
問

題
な
し
」
の
姿
勢
だ
が
、
浮

遊
粉
塵
測
定
は
使
用
し
て
い

な
い
空
き
部
屋
で
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
ま
た
ア
パ
ー

ト
に
は
傷
の
付
い
て
い
る
箇

所
も
あ
る
。

地
方
本
部
は
石
綿
使
用
の

疑
い
が
あ
る
箇
所
で
、
傷
が

付
い
て
い
る
写
真
を
提
出
し
、

再
度
支
社
の
対
応
を
求
め
て

い
る
。

福
島
駅
で
営
業
担
当
を
し

て
い
た
押
切
忠
氏
が
、
郡
山

駅
信
号
所
の
輸
送
担
当
と
し

て
６
月
12
日
付
け
の
発
令
で
、

異
動
を
命
じ
ら
れ
た
。

今
回
の
郡
山
へ
の
異
動
や

担
務
の
変
更
は
、
本
人
の
希

望
に
反
し
て
お
り
、
ま
た
家

庭
事
情
か
ら
も
応
じ
る
こ
と

は
出
来
な
い
と
し
て
、
会
社

に
対
し
苦
情
を
申
告
し
た
が
、

簡
易
苦
情
処
理
会
議
の
結
果
、

対
立
の
ま
ま
異
動
の
発
令
が

な
さ
れ
た
。

福
島
地
区
分
会
の
駅
班
で

は
昨
年
12
月
以
降
、
６
人
目

の
異
動
発
令
と
な
り
、
５
月

に
も
古
川
俊
次
氏
に
対
し
て

の
異
動
が
発
令
さ
れ
た
ば
か

り
。
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団結 抵抗 統一

６月１０日、宮城県協議会は地
元出身の国会議員に対し、ＪＲ不
採用問題の政治解決に向けた要請
行動を行った。
当日の行動は、国会議員会館に
出向き要請する取り組みであり、
宮城県支部と仙台総合車両所支部
の役員など８名、仙台闘争団から
３名が参加し、国会議員１５名
（岡崎トミ子参議院議員は地元で
８日に要請）に対し不採用問題
における現状と解決への力添え
を要請した。
事前のアポに対応してくれた菅
野哲雄衆議院議員（社民党）は
「初当選した時に与えられた宿
題だ、解決しないと終わらない」
郡和子衆議院議員（民主党）は
「私が出来ることは努力したい、
何でも言ってください」など、
力強い言葉と温かい励ましを受

けてきた。
そのほかの皆さんについては、
国会の会期中ということもあり秘
書の方の対応となった。
議員本人からの話や秘書の皆さ
んの対応などから、今回の行動を
通して参加者一同は「解決に向け
た機運がさらに高まりつつあるこ
とを確信することができた」と感
想を述べていた。

たまたま新聞の「人事欄」を
眺めていて、目を疑うほどに驚
かされた。ＪＲ東海の監査役に、
江見弘武・前高松高裁長官が就
任する、という。こんなことひ
どいなあ。
江見氏は、１９８７年に中曽
根内閣が断行した「国鉄改革」
にそなえて、最高裁調査官から
国鉄総裁室に出向させられ、国
鉄改革法の条文作成に携わった
人物である。
「国鉄労働者を一人たりとも
路頭に迷わせない」と中曽根首
相が国会で答弁して「国鉄処分」
が実施されたが、実際は改革に
反対した１０４７名は、新会社
ＪＲ各社に採用されなかった。

ほかにも職場で猖獗（しょうけ
つ）を極めた不当労働行為で、
１００名以上が自殺に追い込ま
れた。
このとき、「社内弁護士的な
存在」（葛西敬之「国鉄改革の
真実」）として辣腕を振るった
のが、江見氏だった。彼は雇用
責任は新会社のＪＲにではなく、
解散してしまう国鉄にあるとす
る抜け穴条項をつくって、ＪＲ
東海の社長と会長のいすに座る
葛西氏の「目からウロコ」を落
とさせた。
葛西氏は、ＪＲ東日本の社長・
会長になった松田昌士氏、ＪＲ
西日本社長・会長になった井出
正敬氏とともに、「改革三人組」
といわれていた。
三人ともに新会社の社長・会
長に上りつめた。それだけでも
やり過ぎだが、こんどは、功績
のあった裁判官を役員に据える。
これでは国民は、まるで愚民
あつかいだ。
【かまたさとし ルポライター】

６月２日「東京新聞」の「こち
ら特報部・本音のコラム欄」で、
ルポライターの鎌田慧さんが
「論功行賞」というタイトルで、
ＪＲ東海の監査役に江見弘武・
前高松高裁長官が就任したこと
にふれています。


